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論 文 内 容 の 要 旨

わが国におけるモモの栽培は他の果樹にくらべ産地の移動が激しいOこの原因の一つと考えられるのが

改植後に生ずる幼木のいや地現象である｡本論文は,いや地の回避を目的としてモモの根の生育障害を起

こす原因について調査し,併せていや地と関連していると思われる耐水性の機構についても検討したもの

である｡

先ず,核果類の樹体内における青酸配糖体の形態と分布を調査した｡ Prunasinは樹全体に分布してい

たが,Amygdalinは比較的発育後期の種子中にのみ検出された｡栄養器官での Prunasin含量は根>2

年生枝>1年生枝>葉の順であった｡成木と2年生個体における Prunasin含量を比較すると成木の方が

高く, とくにこの傾向は2年生枝および根において顕著であった｡核果類問の比較では, モモ樹体内の

Prunasin含量は他の核果類にくらべて高い値を示した｡

ついで,Amygdalinおよび Prunasinの加水分解物の生理作用について調査した｡両青酸配糖体はア

べナ切片伸長テストにおいてまったく生長抑制効果を示さなかったが,これらの加水分解物はアべナ切片

伸長およびイネ幼苗の各テストにおいて生長抑制効果を示した｡

青酸配糖体の加水分解関連物質以外にモモのいや地に関与している物質が存在するかどうかを調査した

ところ,板の80%アルコール抽出物中の主要な生長抑制分画には数種類の縮合性タンニンが含まれていた｡

縮合性タンニンのうちの-つを精製 ･結晶化し,寒天培地に加えてモモ実生の板の生長におよぼす効果を

みたところ,500ppm以上の濃度で顕著な生長抑制が認められた｡

モモのいや地と弱耐水性の関連性を明らかにするため,モモの根における cyanogenesisに着目してい

くつかの実験を行った｡土壌中にモモの板の残液が存在すると湛水処理による障害が大きかった｡湛水処

理によってモモの根の Prunasin含量およびサイトカイニン活性は低下し,葉ではクロロシスが認められ

た｡モモの根は嫌気条件下で cyanogenesisを起こしHCNを生成したが,好気条件下ではまったく認め

られなかった｡また,モモの板は嫌気条件下では cyanOgeneSisによって生ずる物質だけではなく,多量

に内容物を浸出する傾向が認められ,それらには根成分で生長抑制作用をもつ縮合性タンニンも含まれて
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いた｡

耐水性台木の選抜 ･育成がモモのいや地対策の一つとなると考え,モモの耐水性台木の選抜を行ったと

ころ,ニワウメが極めてすぐれ,ついでスモモであり,他のものの耐水性は弱かった｡これらのものをモ

モの台木として耐水性を比較したところ,台木そのものが示す耐水性とはば同様の儀向を示した｡ニワウ

メは多数のモモ品種に対して接木親和性を示した｡

さらに,耐水性台木育成のためニワウメを中心とした核異類の種間交雑を試み,エスラウメ×ニワウメ

で最高13.4%の結実率を得たO

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本研究は,モモのいや地の原因を究明し,併せていや地と関連すると考えられる弱耐水性について調査

する目的で行われたものである｡

先ず,核異類の樹体内における青酸配糖体の形態と分布を調査し, Prunasinが樹全体に分布しており,

とくに2年生枝や根などの組織に多く,樹体間では幼木よりほ成木に多いことを認めた｡Amygdalinは発

育後期の種子中に存在するに過ぎなかった｡他の核果類にくらべてモモ樹体内の Prunasin含量は高い値

を示した｡

つぎに,Prunasinおよび Amygdalinの生理作用について調べたが, これらはアべナ切片伸長テスト

において生長抑制効果をまったく示さなかった｡しかし,加水分解物とくに HCN,Benzoicacid,Man-

delonitrile,Benzaldehydeはいずれも生長抑制効果を示した｡

さらに,青酸配糖体の加水分解関連物質以外の,いや地に関与している物質の存在する可能性を検討し,

根の80%アルコール抽出物中の主要な生長抑制分画に数種棟の桁合性タンニンを見出した.

モモのいや地と弱耐水性との関連性を明らかにするため湛水処理による,あるいは嫌気条件下での根の

cyanogenesisを検討した｡土壌中にモモの板の残漆が存在すると湛水による障害が大きく現われ,また,

嫌気条件下では CyanOgeneSisが起こりHCNを生じたが,好気条件下ではまったく認められなかった｡

モモの板は嫌気条件下ではこのほかに多量の内容物を浸出し,この中に根成分で生長抑制作用をもつ縮合

性クンニソも含まれていた｡

これらの結果から,モモの栽培に当って土壌通気を良好に保つことが樹体内での青酸配糖体および青酸

の代謝を正常に維持するため必要であると考えた｡また,モモが他の核果類にくらべ寿命が短かいのは,

成木の栄養生長部位におけるPrunasin含量が他の核果類果樹にくらべて高いため,何らかの要因でcya-

nogenesisが起こる場合,障害がより大きくなるからであると推定した｡

モモのいや地を回避するための手段としては台木の利用が考えられるが,著者は耐水性台木の選抜 ･育

成がいや地対策の一つとなるとの見地から各種核果類の耐水性を比較して,ニワウメの耐水性が極めてす

ぐれており,モモとの接木親和性のあることを認めた｡

以上のように,本論文は,モモのいや地および耐水性について詳細な検討を加えたもので,果樹園芸学

に寄与するところが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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